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SE200RS
50/60HZ 単相100V
-30℃～+40℃

0℃～+40℃、80%RH以下かつ外気 -15°Cでは
露点温度12℃（20℃、60%RH相当）となる絶対湿度以下
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設置方向は、フィルターの取外し面が
下または、上になるように設置してください。
感電、火災、漏電の原因となるおそれがあります。

電気工事の際は、必ず分電盤のブレーカー
を「切」にしてください。
感電、けが、破損の原因となるおそれがあります。

本機の施工は、この施工説明書に従って
正しく、確実に行ってください。
工事に不備があると、感電、火災の原因になります。

アース工事を行ってください。アース線は
ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線
に接続しないでください。
感電の原因となるおそれがあります。

据付は、本機の質量に十分耐えるところに
施工説明書に従って確実に行ってください。
強度不足、取付け不完全の場合、感電、火災、落下
などによりけがのおそれがあります。

浴室など湿気の多い場所には、据付をしな
いでください。
感電、火災、漏電の原因となるおそれがあります。

電気工事は、電気設備技術基準、内線規程
など関連する法令・規程に従って必ず電気
工事士の資格を有する者が適切な方法で行
ってください。
無資格者の工事や、電気工事士による不適切な工事は
火災や漏電を引き起こすおそれがあるほか、関係法令
により処罰などされることがあります。

感電、火災の原因となるおそれがあります。

分解や改造は絶対に行わないでください。

漏電した場合、感電・火災・けがの原因となります。

メタルラス、ワイヤラス、または金属板張り
の木造造営物に金属製ダクトを貫通する場
合、メタルラス、ワイヤラス、金属板と接触
しないように取付けてください。

感電、火災、漏電の原因となるおそれがあります。

浴室換気には絶対に使用しないでください。

本体の取付け方法は、施工説明書に示す、
水平取付け以外は行わないでください。
感電、火災、水漏れの原因となるおそれがあります。

電源は、AC100V以外では絶対に使用
しないでください。
感電、火災の原因となるおそれがあります。

本機の施工は、お買い上げの販売店または
専門の工事店に依頼してください。
工事に不備があると、感電、火災の原因になります。

外気温湿度：－30℃～+40℃、80%RH以下
本体周囲温湿度：0℃～+40℃、80%RH以下

下記の条件以外では使用できません。製品本体に結露水が付着し、滴下することがあります。

高温となる場所や、直接炎が当たったり、
油煙の多い場所には取付けないでください。
発熱、火災の原因となるおそれがあります。

本体のダクト接続部に手を入れないでくだ
さい。
回転物で手をけがする原因となるおそれがあります。

傾斜のある天井面には取付けないで
ください。
モーター故障や異音発生などの原因となります。

塩害の懸念される地域で使用した場合は、
使用材料の劣化により部品交換が早まる
可能性があります。使用地域をよくご確
認ください。

専用ブレーカーを取付けてください。据付の場所
によっては漏電ブレーカーの取付けが必要です。
感電の原因となるおそれがあります。

電源および接続電線は指定のものを使用
して確実に接続してください。
発火、発煙、火災の原因となるおそれがあります。

本体の取付け場所は、必ず断熱層、気密層
の内側としてください。
断熱層の外側に設置すると、本体内部での結露の
発生、感電、結露水滴下の原因となります。

施工後、引渡し時に一度フィルターを清掃
してください。
工事中にフィルターが目詰まりして、機能低下する
おそれがあります。

部品などの取付けは、確実に行ってくだ
さい。
落下などによりけがをする原因となるおそれがあります。

スリーブ管取付けを行う際、必ず屋外に向っ
て下り勾配をとってください。
勾配をとらないと、雨水が室内側に流れます。

施工の際、本機を落としたり、ぶつけたり
しないように注意してください。
破損により感電、機能低下の原因となるおそれがあります。

風量調整は必ず行い、法律の規定換気回数
以上になるように調整してください。
室内環境の悪化や、換気ユニットやダクト内にカビの
発生を招く原因となるおそれがあります。

屋外側ダクトは断熱ダクトを使用してください。
準寒冷地においては、室内側ダクト（SA）にも
断熱ダクトを使用してください。
結露により家財などを濡らすおそれがあります。

本体から屋外端末部材の間に使用するダクト
に、アルミフレキシブルダクト等の断熱性のな
いものを使用すると、熱交換性能が低下する可
能性があります。ダクトをよくご確認ください。

本体フィルター取り出し面側に、
□600mmの点検口を設けてください。
３ヶ月に１度程度のフィルターのお掃除をお勧めして
います。この作業に必要なため必ず設けてください。

電源ボックスカバーや、フィルターカバー
は操作後は必ず閉めてください。
漏電、火災などの原因となるおそれがあります。

□ 天井材は、共鳴しにくい材質をご使用ください。（騒音クレームの原因となるおそれがあります。）
□ 本体は、寝室の近くに設置しないでください。（騒音クレームの原因となるおそれがあります。）
□ 接続するダク卜は、次のような工事はしないでください。（風量低下や異常音発生の原因となるおそれがあります。）

お 願 い

－15℃以下の外気温度条件では、エレメント内部の結露、氷結により、機能低下するおそれがあるため、外気（OA）側
に超断熱ダクト（熱貫流率1.0W/m2・K相当）を、6m以上接続してください。
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下または、上になるように設置してください。
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を「切」にしてください。
感電、けが、破損の原因となるおそれがあります。

本機の施工は、この施工説明書に従って
正しく、確実に行ってください。
工事に不備があると、感電、火災の原因になります。

アース工事を行ってください。アース線は
ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線
に接続しないでください。
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など関連する法令・規程に従って必ず電気
工事士の資格を有する者が適切な方法で行
ってください。
無資格者の工事や、電気工事士による不適切な工事は
火災や漏電を引き起こすおそれがあるほか、関係法令
により処罰などされることがあります。
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破損により感電、機能低下の原因となるおそれがあります。

風量調整は必ず行い、法律の規定換気回数
以上になるように調整してください。
室内環境の悪化や、換気ユニットやダクト内にカビの
発生を招く原因となるおそれがあります。

屋外側ダクトは断熱ダクトを使用してください。
準寒冷地においては、室内側ダクト（SA）にも
断熱ダクトを使用してください。
結露により家財などを濡らすおそれがあります。

本体から屋外端末部材の間に使用するダクト
に、アルミフレキシブルダクト等の断熱性のな
いものを使用すると、熱交換性能が低下する可
能性があります。ダクトをよくご確認ください。

本体フィルター取り出し面側に、
□600mmの点検口を設けてください。
３ヶ月に１度程度のフィルターのお掃除をお勧めして
います。この作業に必要なため必ず設けてください。

電源ボックスカバーや、フィルターカバー
は操作後は必ず閉めてください。
漏電、火災などの原因となるおそれがあります。

□ 天井材は、共鳴しにくい材質をご使用ください。（騒音クレームの原因となるおそれがあります。）
□ 本体は、寝室の近くに設置しないでください。（騒音クレームの原因となるおそれがあります。）
□ 接続するダク卜は、次のような工事はしないでください。（風量低下や異常音発生の原因となるおそれがあります。）

お 願 い

－15℃以下の外気温度条件では、エレメント内部の結露、氷結により、機能低下するおそれがあるため、外気（OA）側
に超断熱ダクト（熱貫流率1.0W/m2・K相当）を、6m以上接続してください。
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下または、上になるように設置してください。
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点検口
（別売品）●本換気ユニットのメンテナンスのために、点検口が必要です。

点検口600×600ｍｍを設けてください。
●点検口はフィルター取り出し面側に設置してください。

取付寸法
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寸法

ばなりません。

を使用しなくても問題ありません。
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断熱テープ

電源ボックスの下に逃げを作成

取付け台4箇所

本体の取付け必要寸法

本体の取付け方法　2.直おき取付けの場合

本体の取付け方法　１.天吊り取付けの場合

■点検口の配置
●メンテナンス作業ができ

るように、障害物が無い
ようにしてください。

●フィルターカバーが、点
検口の有効開口内に納
まるように、配置してく
ださい。

1.本体の天吊り金具がのるように、角材（端材
など）で取付け台を作成してください。

2.取付け台に本体をのせ、市販のねじ、市販の
ワッシャーを使用して、固定してください。

本体は通常、洗面脱衣室や納戸などの天井内に設置されます。
また、本体はできるだけ寝室から遠ざけてください。

■本体の取付け

フィルター取り出し面からの図 側面からの図

●天井懐設置
　本体を天井懐に納めるには、有効寸法が350mm以上必要

になります。

●小屋裏・下屋設置
　本体は断熱材の内側に施工してください。
　ブローイング内に納める場合は、本体上より100mm以上

断熱材に囲まれるように施工してください。
　室内の暖房空間に位置しない・断熱処理が施されていない

場合、結露の原因となります。

1.本体の天吊り金具の位置に角材などで取付け枠を作成し
てください。

2.取付け枠に吊り金具セッ卜（別売品）を使用して、吊ボル卜
を構成してください。

3.天吊り金具を吊りボルトに引っ掛け、防振ゴムとフランジ
ナットで確実に締付け固定してください。

・設置方向は、フィルターの取出し面を下または上にし、必ず水平に取付け、
それ以外の取付けはしないでください。モーター異音発生や感電・火災・水
漏れなどの原因となります。

・フィルターの取出し面を上にして取付けた場台は、端子台カバー（別売品）を
必ず取付けてください。感電・火災の原因となるおそれがあります。

・吊りボルトと天吊り金貝が触れないように固定してください。モーターの振
動が伝わることがあります。

・本体の設置は、勾配 1/50 以下としてください。

■ダクトの接続例

木ねじ（呼び：4.8～8.0 市販品）
平ワッシャー（市販品）

防振ゴム（別売品）

※木ねじの呼び径が小さい
場 合 、 内 径 の 異 な る 平
ワッシャーを2枚使うこと
で抜けないようにしてく
ださい。

・取付け台は、電源ボックスカバーを開くことがで
きるように、その部分を逃げて作成してください。

・本体の設置は、勾配1/50以下としてください。

・ダクトの接続方向に十分注意して、間違いのない
ように接続してください。

・本体に表示してあるOA（外気）、EA（排気）の
文字に従って、正しくダクトを接続してくださ
い。

・本体に接続するダクトは断熱ダクトまたは超断熱
ダクトを使用してください。

1.断熱ダクトを適切な長さに切断し、断熱皮膜
をむきます。

　本体接続口に確実に差込み、セルフドリルね
じ（2～3本市販品）で固定します。

　空気が漏れないよう、アルミテープ（別売品）
を巻きつけます。

2.断熱被膜をもとに戻し、空気が漏れないよう、
アルミテープ（別売品）を巻きつけます。

3.断熱ダクトは本体に無理な力が掛からない
よう、天井内に番線などで固定してください。

4

※フィルターの取外し面を上にした場合は端子台カバー（別売品）が必要です。

設置方向は、フィルターの取外し面を下（下図）または、上にし、
必ず水平に取付け、それ以外の取付けは行わないでください。
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1.本体の天吊り金具の位置に角材などで取付け枠を作成し
てください。

2.取付け枠に吊り金具セッ卜（別売品）を使用して、吊ボル卜
を構成してください。

3.天吊り金具を吊りボルトに引っ掛け、防振ゴムとフランジ
ナットで確実に締付け固定してください。

・設置方向は、フィルターの取出し面を下または上にし、必ず水平に取付け、
それ以外の取付けはしないでください。モーター異音発生や感電・火災・水
漏れなどの原因となります。

・フィルターの取出し面を上にして取付けた場台は、端子台カバー（別売品）を
必ず取付けてください。感電・火災の原因となるおそれがあります。

・吊りボルトと天吊り金貝が触れないように固定してください。モーターの振
動が伝わることがあります。

・本体の設置は、勾配 1/50 以下としてください。

■ダクトの接続例

木ねじ（呼び：4.8～8.0 市販品）
平ワッシャー（市販品）

防振ゴム（別売品）

※木ねじの呼び径が小さい
場 合 、 内 径 の 異 な る 平
ワッシャーを2枚使うこと
で抜けないようにしてく
ださい。

・取付け台は、電源ボックスカバーを開くことがで
きるように、その部分を逃げて作成してください。

・本体の設置は、勾配1/50以下としてください。

・ダクトの接続方向に十分注意して、間違いのない
ように接続してください。

・本体に表示してあるOA（外気）、EA（排気）の
文字に従って、正しくダクトを接続してくださ
い。

・本体に接続するダクトは断熱ダクトまたは超断熱
ダクトを使用してください。

1.断熱ダクトを適切な長さに切断し、断熱皮膜
をむきます。

　本体接続口に確実に差込み、セルフドリルね
じ（2～3本市販品）で固定します。

　空気が漏れないよう、アルミテープ（別売品）
を巻きつけます。

2.断熱被膜をもとに戻し、空気が漏れないよう、
アルミテープ（別売品）を巻きつけます。

3.断熱ダクトは本体に無理な力が掛からない
よう、天井内に番線などで固定してください。
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コントローラー中継コードのコネクタ

皿ねじ

ＬＥＤ
リセットスイッチ

ツメ

ボリューム軸のＤカットに合わせて
ツマミを取付けてください

Ｌ型レンチ
（イモねじを締め
つけてください）

ツマミ

コントローラー
本体のコネクタ

グロメット
コントローラー中継コード

制御基板

図のように
回転させて
開きます。

図のように
回転させて
開きます。

■コントローラーの結線

1.電源ボックスカバーのねじ2本を外し、電源ボック
スカバーを開きます。

　このねじは紛失しないようにご注意ください。

2.コントローラー中継コードを電源ボックスカバー
側面のグロメットに通します。

3.制御基板にコントローラー中継コードを差込みま
す。差込み箇所は2箇所あります。

4.接続後、コントローラー中継コードをナイロンク
ランプとねじでしっかり固定します。

●日常生活のなかで、操作しやすく、邪魔にならない場所
を選び、次のようなところは避けてください。

・ガスレンジ、コンロなどの熱焼器具の近くで、温度が上
がるところ

・水しぶきや水滴のかかるところ
・直射日光の当たるところ
・屋外

5.電源ボックスカバーを元の位置に取付けます。

・コントローラー中継コード、アース線は、接続部に力
がかからないようにたるみをもたせて接続してください。

・結線後、接続がゆるくないか、ガタつきがないか、し
っかり奥まで差込まれているかを、十分に確認してく
ださい。

•サーミスタ線とスイッチ線のかみ込みにご注意ください。

1

2

3

4

3

■コントローラーの取付け
●分電盤のブレーカー及び本体スイッチが、必ず「切」になっていることを確認してから作業してください。

1.コントローラー中継コードのコネクタを、コントロ
ーラー本体のコネクタに差込みます。　

・コネクタは、接続部に力がかからないようにたるみを
もたせて接続してください。

・結線後、接続がゆるくないか、ガタつきがないか、し
っかり奥まで差込まれているかを、十分に確認してく
ださい。

2.コントローラー本体をスイッチボックスに合わせ、
皿ねじ（市販品）にて固定します。
3.化粧カバ一のツメをコントローラー本体にはめ込
み、固定します。

・リセットスイッチ及びLEDの揷入に十分注意してくだ
さい。

4.ツマミをボリューム軸にかぶせ、付属のL形レンチ
にて隙間ができないようにツマミを取付けます。
　ボリューム軸にはDカットが付いています。Dカッ
トに合わせて取付けてください。

強く締めすぎますと破損の原因となります。
（推奨締付けトルク7kgf･cm）

1
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4

取付け場所
ねじ

拡大図

拡大図

拡大図
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電気工事の際は、必ず分電盤ブレーカーを切ってください。

■電源の接続 ■屋外フードの取付け例
ファンユニットの基板に電源が必要となりますので、配線は電気工事店へご依頼ください。
AC100V、消費電力0.1kW、アース付専用回路で施工願います。

1.電源線、アース線は、ＶＶＦケーブルφ1.6または、
φ2.0の単線を使用してください。
2.ストリップゲージに合わせて先端11mmの皮むきを
し、結線図を参照し連結端子台に確実に差込んでく
ださい。
3.アース工事（Ｄ種接地工事）を行ってください。
4.結線後、軽く引っ張って抜けてこないことを確認し
てください。

結線手順

・電源線、アース線は、接続部に力がかからないように
たるみをもたせて接続してください。
・結線後、接続がゆるくないか、ガタつきがないか、し
っかり奥まで差込まれているかを、十分に確認してく
ださい。
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鉄管スリーブ ベンドキャップφ125

ダクトバンド

テープ巻き

※外壁に向かって下がり勾配

●屋外フードφ125取付け方法

●ベンドキャップφ125

●軒天から排気できない場合

押入れなどの天井を
下げて外壁を貫通

ダクトが通らない

軒天までの有効高さ
350mm以上必要

断熱材

断熱ダクトφ125

ダクトバンド

スリーブφ125

スリーブ固定金具
屋外フードφ125

（柱に固定）

防風シート
通気層
サイディング気密シート ダクト工事(サイデイング張り・GW施工

後)時、外壁面にφ135で穴をあけ、スリ
ーブ固定金具を柱にねじ止めします。
スリーブを通して外部のコーキング処理
およびスリーブと固定金具をテープで
巻いて密着させます。スリーブは、屋外
へ1/50勾配としてください。断熱ダク
トφ125に差込みダクトバンド（別売品）
で固定します。アルミテ一プ（別売品）で
ダクト接続部の隙間を気密処理してくだ
さい。外部にフードを取付けてコーキン
グ材で処理します。

外壁に屋外フードが取付けられない場
合の、軒天から排気する方法を左図に示
します。

外壁に面している押入れなどの天井を
下げて、ダクトを貫通させる方法を左図
に示します。

※スリーブは、屋外へ1／50勾配としてください。
※スリーブは、断熱処理をして防露してください。
※スリーブは、断熱材の外にならないようご注意く
　ださい。
※気密層の連続処理をしてください。
※軒天から排気する場合や、天井を下げてダクト
　を貫通させる場合は、使用部材が変わりますの
　で事前に打合せが必要になります。
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ダクトφ75をグリルの取付け位置まで配管し、取付
け位置より20Omm程度長くして切断します。
取付け位置にφ1OOの穴を開け、ダクトを室内側に
引き出します。

1.

2.

グリルハウジングφ75の取付けねじを緩め、固定金
具を取付けねじの上部に移動しておきます。
ダク卜を引き出しグリルハウジングφ75に差込んだ
あと、アルミテープ（別売品）または、ダク卜バンド
（別売品）で確実に接続します。
グリルハウジングφ75のボスとの間に固定金具を挟
み入れ、穴開口に差込むときに引っ張らないように挿
入します。
取付けねじを締め付け、グリルハウジングφ75を天
井板に固定します。

給排気グリルフェイスの内側にフィルターをのせ、グリル
ハウジングφ75に給排気グリルフェイスを取付けます。

1.

2.

3.

4.

ダク卜φ75をグリルの取付け位置ま
で配管します。
グリルハウジングφ75の取付けねじ
を緩めて、固定金具を取外します。
グリル用気密セッ卜（別売品）を用意
して断熱シー卜A、Bと気密テ一プを
図のようにグリルハウジングφ75に
貼ります。
ダクトφ75にグリルハウジングφ75
を差込み、アルミテープ（別売品）ま
たは、ダク卜バンド（別売品）で確実
に接続します。

・断熱シートおよび、気密テープの取付
けは、必ずダク卜施工時に行ってくだ
さい。天井板を貼った後では取付けで
きません。

1.

2.

3.

4.

■給気・排気グリルの施工例
200程度

ダクトφ75

φ100穴

天井板

天井板

天井板

フィルター

フィルター
グリルフェイス

固定金具
取付けねじ

アルミテープ ダクトφ75

ダクトバンド

グリル用気密セット（別売品）

気密テープ 断熱シートA

断熱シートB

断熱シートA（1枚） 断熱シートB（1枚） 気密テープ（1枚） 気密アダプター（1枚） 取付けねじ（2本）

型番：RKS-0575

グリルハウジング
φ75

グリルハウジング
φ75

グリルハウジング
φ75

グリルフェイス

取付けねじ
固定金具

アルミテープ

グリルハウジングφ75

グリルハウジングφ75

グリルハウジング
φ75

ボスボス

拡大図

固定金具固定金具

ダクトバンド

ダクトφ75

●標準施工例

●気密・断熱施工例

穴開口工事

φ75グリルの取付け方法

給排気グリルフェイスの取付け方法

気密テープ・断熱シートの取付け方法

天井板の取付け位置にφ100の開口を開け、断熱シ
ー卜を取付けたグリルハウジングφ75を開口部に引
き寄せます。
グリル用気密セッ卜（別売品）付属の気密アダプター
のガイドピン(2箇所)を、グリルハウジング穴に挿入
します。開口部に合わせ、天井板を挟み込むように付
属の取付けねじで確実に固定します。

1.

2.

●穴開口工事・気密アダプターの取付け方法
取付け方法 グリルハウジング

φ75

ガイドピン
（2箇所）

気密アダプター

取付けねじ

φ100穴天井板

・取付けねじの締めすぎにご注意ください。
　変形・破損の原因となります。
・天井板取付け前に、ダクトとグリルハウジングφ75
を取付けておいてください。

ダク卜接続後、グリルハウジングφ75を開口部に差込んで、
取付け穴4箇所を木ねじφ4.1×32（市販品）で固定します。

給気・排気グリル天井標準施工 給気専用グリル天井標準施工

給気・排気グリル床標準施工 グリル気密断熱標準施工

ダクトバンド ダクトバンド

ダクトバンド

ブローイング充填

天井下地材

グリル160×160 給気グリルφ165
天井開口穴φ100

グリル160×160
床開口穴φ100

グリル160×160
天井開口穴φ100

天井開口穴φ100
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天井仕上材

床仕上材

根太

天井下地材

1
4
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天井仕上材

小屋裏

グリル用気密セット
断熱シート貼付け
（ダクト工事施工）

天井下地材

天井仕上材

ダクトφ50、75

ダクトφ50、75
ダクトバンド

木ねじφ4.1×32

取付け穴（4箇所）

グリルハウジング
φ75

床板

床面に取付ける場合

ダクトφ50、75

ダクトφ50、75

●グリルの納まり図例

・取付けねじの締めすぎにご
注意ください。
・人の歩く場所に取付けない
でください。踏みつけたり
重いものを置くと、破損す
るおそれがあります。

ダクトφ75をグリルの取付け位置まで配管し、取付
け位置より20Omm程度長くして切断します。
取付け位置にφ1OOの穴を開け、ダクトを室内側に
引き出します。

1.

2.

グリルハウジングφ75の取付けねじを緩め、固定金
具を取付けねじの上部に移動しておきます。
ダク卜を引き出しグリルハウジングφ75に差込んだ
あと、アルミテープ（別売品）または、ダク卜バンド
（別売品）で確実に接続します。
グリルハウジングφ75のボスとの間に固定金具を挟
み入れ、穴開口に差込むときに引っ張らないように挿
入します。
取付けねじを締め付け、グリルハウジングφ75を天
井板に固定します。

給排気グリルフェイスの内側にフィルターをのせ、グリル
ハウジングφ75に給排気グリルフェイスを取付けます。
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ダク卜φ75をグリルの取付け位置ま
で配管します。
グリルハウジングφ75の取付けねじ
を緩めて、固定金具を取外します。
グリル用気密セッ卜（別売品）を用意
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に接続します。
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重いものを置くと、破損す
るおそれがあります。
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5. 試運転と風量調整

●取付け工事が完了したら、結線をもう一度確認し、必ず試運転を行ってください。
●分電盤のブレーカー及び本体スイッチを「入」にし、本体が運転を開始することを確認してください。
●ツマミを回転させて最大・最小風量の違いがあること、各グリル毎に換気されていることを確認してください。
●運転確認後、下記の風量調整に従ってツマミを回転させてください。
●本体の電源スイッチは必ず「入」にし、その後の操作は分電盤のブレーカーで行ってください。

本換気ユニットは、外気取り込み温度によって自動で給気風量を調整して運転します。
排気風量は、常にツマミに合わせた風量で運転します。

●換気装置内部に組み込まれている熱交換素子を結露、氷結から防ぎ、保護します。
●「熱交換素子保護運転モード」は、常にONになっています。
　　手動でON/OFFの設定はできません。
●外気取り込み温度が－10℃以下になると、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
●外気取り込み温度が－10℃より高くなると、ツマミに合わせた風量での運転を再開します。

●熱交換を必要としない期間中、MIN風量運転にすることで消費電力を抑えることができます。
●「省エネ運転モード」は、出荷時には0FFになっています。
　手動でON/OFFの設定ができます。
●本体の電源「切」後に再通電された場合、設定内容は保持されます。（フィルターのお手入れ後、停電後、など）
●外気取り込み温度が15℃～23℃の間、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
　省エネ運転中に「省エネ運転モード」をOFFにしても、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
●外気取り込み温度が15℃～23℃から外れると、ツマミに合わせた風量での運転を再開します。

1.分電盤のブレーカーを「入」にし、本体を運転させます。
   （運転ランプが緑色に点灯します）
2.コントローラーの「フィルターリセットボタン」を20秒以

上長押しします。
3.運転ランプが4回点滅します。
　橙色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がONになり

ます。
　緑色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がOFFにな

ります。

　※「フィルターリセットボタン」の20秒以上長押しを繰り返すと、「省エネ運転モード」のON/OFFを繰り返します。

●本換気ユニットは、給気側と排気側を別々に風量調整
　することができます。

・ツマミを回転させても給気風量が小さいまま変わらない場合、周囲温度をご確認ください。
　「熱交換素子保護運転モード」、または「省エネ運転モード」になっている可能性があります。
　運転モードについては15ページの ■運転モードの設定 をご確認ください。

・外気取込み温度は、本体（外気取込み口内部）で検知します。
　そのため、実際の外気温と一致しない場合があります。　

熱交換素子保護運転モード

省エネ運転モード

「省エネ運転モード」をON/OFFにする

■運転モードの設定

1.付属の「風量設定位置表示シール」を、換気計算に
基づき、指定の箇所に貼付してください。

2.ツマミをシール貼付位置に合わせてください。
3.分電盤のブレーカーを「切」にして、運転を停めて

ください。　　　　　　

フィルターリセットボタン

フィルターリセットボタン
20 秒以上の長押しで

「省エネ運転モード」を ON/OFF にします。

風量設定位置表示シール

ツマミ

外気清浄フィルター（樹脂枠）
・取り出すときは樹脂製タブを引き出します。

・戻すときは奥までしっかり押し込みます。

（　　　　　　　　）
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排気風量は、常にツマミに合わせた風量で運転します。

●換気装置内部に組み込まれている熱交換素子を結露、氷結から防ぎ、保護します。
●「熱交換素子保護運転モード」は、常にONになっています。
　　手動でON/OFFの設定はできません。
●外気取り込み温度が－10℃以下になると、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
●外気取り込み温度が－10℃より高くなると、ツマミに合わせた風量での運転を再開します。

●熱交換を必要としない期間中、MIN風量運転にすることで消費電力を抑えることができます。
●「省エネ運転モード」は、出荷時には0FFになっています。
　手動でON/OFFの設定ができます。
●本体の電源「切」後に再通電された場合、設定内容は保持されます。（フィルターのお手入れ後、停電後、など）
●外気取り込み温度が15℃～23℃の間、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
　省エネ運転中に「省エネ運転モード」をOFFにしても、最低10分間はMIN風量での運転を継続します。
●外気取り込み温度が15℃～23℃から外れると、ツマミに合わせた風量での運転を再開します。

1.分電盤のブレーカーを「入」にし、本体を運転させます。
   （運転ランプが緑色に点灯します）
2.コントローラーの「フィルターリセットボタン」を20秒以

上長押しします。
3.運転ランプが4回点滅します。
　橙色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がONになり

ます。
　緑色で4回点滅すると、「省エネ運転モード」がOFFにな

ります。

　※「フィルターリセットボタン」の20秒以上長押しを繰り返すと、「省エネ運転モード」のON/OFFを繰り返します。

●本換気ユニットは、給気側と排気側を別々に風量調整
　することができます。

・ツマミを回転させても給気風量が小さいまま変わらない場合、周囲温度をご確認ください。
　「熱交換素子保護運転モード」、または「省エネ運転モード」になっている可能性があります。
　運転モードについては15ページの ■運転モードの設定 をご確認ください。

・外気取込み温度は、本体（外気取込み口内部）で検知します。
　そのため、実際の外気温と一致しない場合があります。　

熱交換素子保護運転モード

省エネ運転モード

「省エネ運転モード」をON/OFFにする

■運転モードの設定

1.付属の「風量設定位置表示シール」を、換気計算に
基づき、指定の箇所に貼付してください。

2.ツマミをシール貼付位置に合わせてください。
3.分電盤のブレーカーを「切」にして、運転を停めて

ください。　　　　　　

フィルターリセットボタン

フィルターリセットボタン
20 秒以上の長押しで

「省エネ運転モード」を ON/OFF にします。

風量設定位置表示シール

ツマミ

外気清浄フィルター（樹脂枠）
・取り出すときは樹脂製タブを引き出します。

・戻すときは奥までしっかり押し込みます。

（　　　　　　　　）
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SE200RS
50/60HZ 単相100V
-30℃～+40℃

0℃～+40℃、80%RH以下かつ外気 -15°Cでは
露点温度12℃（20℃、60%RH相当）となる絶対湿度以下

型　　式
定格電圧
使用温度範囲
本体周囲温湿度及び室内環境

本体仕様

換気仕様

熱交換
効率

風量設定位置

機外静圧

定格風量

排気系統
Pa

Ｗ/（m3/h）

dB（A）

m3/h

給気系統

還気
給気

暖房時
冷房時
暖房時
冷房時
暖房時
冷房時

定格消費電力
比消費電力

有効換気量率
騒音　

温度

※1 風量調整位置に対する性能は、無段階調整のため目安とします。

※3 第三者機関での試験データより算出した値を示します。
※4 比消費電力は特性表の定格消費電力と給気定格風量から計算した参考値です。
※5 騒音値は本体底面中央より1.5mでの値です。 実際の据付状態では、反響などの影響で表示より高くなる場合があります。
※　数値は、ダクト種類や経路、本体位置、気象等諸条件により変化しますので目安としてください。
※　性能（試験方法）は JIS B 8628:2017 に基づきます。

※2 当社が定める標準的な圧力損失時における値を示します。

湿度

全熱（エンタルピ）

％

％

％

％

MIN 1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9 　10 MAX
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6. 仕様　
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